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現行まちづくり基本方針の評価

－各種データから見た評価－

視点① 魅力あるまちづくりが進んでいるか
視点② 活力を生み出すまちづくりが進んでいるか

魅力と活力あるまちづくり

視点① 魅力あるまちづくりが進んでいるか

○地域資源の発掘・活用（古民家、景観、歴史文化）

30
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重要伝統的建造物群保存地区（篠山地区・福住地区）①

出典：文化庁ホームページ

篠山地区（約40.2ha）

福住地区（約25.2ha）

修理修景事業件数
の推移

・篠山地区及び福住地区では、伝統的建造物等の修理修景事業により、歴史的
なまちなみ景観が保全

兵庫県

32出典：文化庁ホームページ資料から抜粋

丹波篠山市観光入込客数の
推移（単位：千人）
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保存地区の活用とまちづくり
・伝統的建造物の修理・修景の進展に伴い、伝統建
造物を活用したイベントが増加している。
・伝統的建造物の空き家への移住、店舗等への活用
などが増えている。

住民等の取組
・両地区ともまちなみ保存会が発足し、毎月理事会を開催し、
町並み保存活動に主体的に取り組んでいる。
・両地区ともに伝統的な祭礼が継承されており、コミュニティ
の維持に寄与している。
・NPOによる古民家再生ボランティアの取組や地域おこし協力
隊を中心に、学生と連携した取組など、保存活動の広がりを見
せている。

重要伝統的建造物群保存地区（篠山地区・福住地区）②

・地区選定をきっかけに、地域団体によりイベントが開催され、観光客数が増加

・NPO法人による古民家再生などの保存活動も実施
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古民家再生促進支援事業

2018年に火災にあっ
た母屋を、酒展示販
売・試飲場として再
生。地域のにぎわい
づくり、街並み保全
に寄与

山陽盃酒造
（宍粟市山崎町山崎）

軽食を楽しめるコ
ミュニティスペース
やコワーキングス
ペースとして活用

箟邸
（伊丹市伊丹）

再生事例
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補助実績の推移（累計） 単位：件

・県は市町と協調して平成19年度から古民家再生を先導的に支援

兵庫県
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景観形成地区等の指定状況

指定・認定
地域・

地区の数

県 25

市 83

・県及び市において、景観形成地区などを指定・選定し、景観を保全
（県内の景観形成地区等は108地区（R3.4.1現在））

・景観行政団体等は16市で、市による景観まちづくりの動きが活発化
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訪れてほしい景観資源の発掘と情報発信

出典：パンフレット「ひょうごの景観ビューポイント150選」

ツイッターフォロワー
5,746人

インスタグラムフォロワー
10,590人

①県民参加型の景観資源の発掘

ひょうごの素晴らしい景観を眺められるポイントを公募
応募総数：931 件

②ＳＮＳを活用した効果的な情報発信

ひょうごの景観ビューポイント150選を選定

インターネット投票
23,699票

・県民参加型の景観資源の発掘や情報発信により、県民の景観に対する関心が
高まり、来訪者・観光客の増加が期待される

兵庫県
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地域資源 ～兵庫県内の文化財件数（文化財保護法に基づくものに限る）～

出典：文化庁HP

令和3年6月1日現在

全国 兵庫県

実数 実数 構成比 都道府県順位

国宝（建造物） 228件 11件 4.8％ 4位

重要文化財（建造物） 2,523件 109件 4.3％ 4位

重要文化的景観 70件 1件 1.4％ 15位

重要伝統的建造物群保存地区 123地区 6地区 4.9％ 4位

特別史跡名勝天然記念物 164件 1件 0.6％ 37位

史跡名勝天然記念物 3,203件 75件 2.3％ 15位

登録有形文化財（建造物） 12,966件 707件 5.4％ 2位

263
228

160
53

23

0 50 100 150 200 250 300

神戸・阪神

播磨

但馬

丹波

淡路

登録文化財（建造物）の
地域別件数
（答申ベース）

・県内の文化財件数は、全国上位
・リノベーションが比較的容易な登録文化財の件数は特に多いが、地域で偏り
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地域資源 ～日本遺産の数～

①丹波篠山 デカンショ節-民謡に乗せて歌い継ぐふるさとの記憶 （平成27年）

②古事記の冒頭を飾る「国生みの島・淡路」～古代国家を支えた海人の営み～ （平成28年）

③播但貫く、銀の馬車道鉱石の道 （平成29年）

④きっと恋する六古窯―日本生まれ日本育ちのやきもの産地― （平成29年）

⑤ 荒波を越えた男たちの夢が紡いだ異空間～北前船寄港地・船主集落～（平成30、令和元年）

⑥「日本第一」の塩を産したまち 播州赤穂（令和元年）

⑦日本海の風を生んだ絶景と秘境-幸せを呼ぶ霊獣・麒麟が舞う大地「因幡・但馬」（令和元年）

⑧「1300年つづく日本の終活の旅～西国三十三所観音巡礼」 （令和元年）

⑨「伊丹諸白」と「灘の生一本」 下り酒が生んだ銘醸地、伊丹と灘五郷 （令和2年）

日本遺産
地域の歴史的魅力や特色を通じて我が国の文化・伝統を語るストーリーとして文化庁が認定
ストーリーを語る上で不可欠な魅力ある有形・無形の様々な文化財群を総合的に活用する取組を
支援

・日本遺産の９件が兵庫県に関連。全国最多。 全認定104件（令和2年度現在）

兵庫県
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地域活性化と景観まちづくり（養父市明延地区）

出典：文化庁ホームページ資料から抜粋

・鉱山関連遺構や鉱山従業員の社宅が残るまちなみなど、産業遺産（地域資源）
の活用により、観光客が増加



視点② 活力を生み出すまちづくりが進んでいるか

○中心市街地（駅前、商店街）の再生

○空き家の活用

39

兵庫県駅前周辺の再整備（姫路駅）

・市街地整備手法を活用し、魅力ある駅前空間として再整備
・駅周辺人口が増加し、駅前地価も上昇

40
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中心市街地における持続的な賑わいの創出
公共公益施設の整備や住宅の供給により、大規模小売店
舗の撤退等により低下した賑わいの回復

駅前の交通結節機能の向上、周辺地区への回遊性の向上
駅前広場や歩行者デッキの整備により、交通機能の円滑
化や歩行者の安全確保、魚の棚商店街への回遊性の向上

41

駅前周辺の再整備（明石駅）

H24～28年度の６年連続で人口
約5.2万人増加、それに伴い、
個人市民税収は10億円増

出典：広報あかし（令和元年８月15日）

従前

・住宅・商業施設・公益施設、駅前空間の再整備により、中心市街地の賑わいを回復
・中心市街地の人口が増加し、歩行者等も増加

竣工後

兵庫県

・賑わい創出・地域活性化に資する道路空間の魅力的な活用として、神戸市・姫
路市において、全国初の歩行者利便増進道路「ほこみち」を指定（Ｒ３．２）

賑わい創出・地域活性化に資する道路空間の魅力的な活用

42



兵庫県商店街の活性化とまちの再整備によるにぎわいのまちづくり

まちなか再生区域名 所在地 指定時期 

水道筋区域 神戸市灘区 平成27年８月 

宵田・元町区域 豊岡市 平成28年３月 

伊丹サンロード区域 伊丹市 平成29年３月 

東山・ミナイチ区域 神戸市兵庫区 平成29年10月 

洲本外町区域 洲本市 平成30年４月 

ono800(ｵﾉﾊﾁﾏﾙﾏﾙ)区域 小野市 平成31年４月 

杭瀬区域 尼崎市 令和２年６月 

 

■畑原市場の再整備【水道筋区域（神戸市灘区）】

店舗の減少や建物の老朽化が進む市場を、民間分譲マンション及び店舗付戸建住宅用地に再整備

＜小規模再開発支援事業(住宅市街地総合整備事業(密集市街地総合防災事業))＞

【整備前】畑原市場
営業店舗：22店舗中12店舗(整備地区内)

※うち５店舗が水道筋内で移転
※４店舗に対して商店街活性化事業により移転

費等を補助

【整備後】分譲マンション等
建物用途：分譲マンション99戸 戸建住宅用地４区画
施行面積：約0.23ha
事業期間：R２～R５
事 業 費 ：約36億円
補 助 額 ：約1.3億円

・商店街の活性化をまちづくりの観点から捉え直し、商店街とその商圏となる周
辺住宅地において、商業者と地域住民等が実施するまちなか再生の取組が進行

43

兵庫県空き家の活用

空き家活用支援事業
活用が可能な一戸建て住宅の空き家
又は共同住宅等の空き住戸を、住
宅、事業所、地域交流拠点として
活用するための改修工事費の一部
を県と市町が協調補助。（補助限
度額は、関西府県で最大）

種 別 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 計

住宅

型

一般 17 15 30 45 12 18 26 25 188

若年・子育て ― ― ― ― 14 12 20 33 79

事業

所型

一般 ― ― 6 2 1 0 4 5 18
UJIﾀｰﾝ ― ― ― ― ― ― ― ― 0

地域交流拠点型 ― ― 3 1 1 3 1 9 18
計 17 15 39 48 28 33 51 72 303

廃村集落の空き家６棟を活用し、宿泊施
設・交流施設として改修
自然環境を生かし、都市部からの客を呼
び込み、地元住民との交流を図る

【建物所在地】佐用郡佐用町若州

改修事例

・住宅ストックの有効活用や地域の活性化を促進するため、空き家改修を支援

44
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現行まちづくり基本方針の評価

－各種データから見た評価－

自立と連携のまちづくり

視点① 地域の主体的なまちづくりが進んでいるか

視点② 地域間で連携したまちづくりが進んでいるか



視点① 地域の主体的なまちづくりが進んでいるか

○小規模集落における持続可能な地域運営

○オールドニュータウンの再生

49

兵庫県
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小規模集落数

※小規模集落：世帯数50戸以下で高齢化率（65歳以上比率
40％以上の集落（市街地及びその周辺、駅周辺などを除く）

2050年の人口増減状況（2010年との比較）

出典：将来構想研究会第2回関連データ集 出典：国土交通省「国土のグランドデザイン2050」

非居住地化

50%以上100%未満減少

0%以上50%未満減少

増加

・県内の小規模集落数は継続して増加

・今後も小規模化、無人化が進んでいく可能性
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自立に向けた取組（多自然地域）

田野口むらづくり協議会（多可町）

・住民同士のつながりや交流の促進、地域の課題解決に向けた地域コミュニ
ティ活動が各地で展開

• 以前より地域の将来を危惧していた住民
が全員で協議会を設立し、活動を開始

• 集落の活性化も視野に、住民らが全て手
作りでコミュニティ交流の場となる約
6,000㎡の公園を整備

• 地域の子どもたちの自然体験学習や野外
ヨガスタジオなど、地域内外から多くの
人が来園

• 葉ボタンを栽培して独自財源を確保、公
園の維持管理や交流活動を実施

北岡本自治会（丹波市）

• 以前より、放置された森林の間伐の必要
性を話し合っていたが、平成26年丹波
市豪雨災害をきっかけに、自治会による
間伐・植樹などの森林整備の取組

• 住民自らが機材を操作して間伐作業を行
い、間伐材は薪ボイラーや薪ストーブの
燃料として出荷

• 都市との交流を目的とした植樹祭や山歩
きツアー等を実施する他、防災授業や防
災教育の教材づくりに参画

兵庫県
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自立に向けた取組（多自然地域）

株式会社長谷（神河町）

・民間事業では採算がとりにくい地域において、住民自らが出資、運営する団
体が地域の暮らしを支える取組がみられる

• ＪＡの売店、ガソリンスタンドの撤退を
契機に、長谷地区の全世帯が出資して地
域運営組織として設立

• 近隣業者から仕入れた生鮮食料品の販売
し住民ニーズに応じたコンビニエンスス
トアを運営

• 住民の足となる自動車に必要なガソリン
スタンドは地域の貴重な店舗

• 神河町から窓口業務（納税証明書、住民
票の写し等印鑑登録証明書）や支所の施
設管理業務を委託

ええまち比也野里（西脇市）

• 地域自らが主体となった高齢者支援・子
育て支援、地域資源を活かし域外から人
や資金が流入する地域づくり

• 日用品や惣菜等の販売や住民交流拠点
（喫茶、サロン）の運営

• 移動販売車の運行による買物支援

• 特産品の開発、味噌づくり、竹炭づくり、
農作業など農村体験講座等による、地域
内外との交流や資金づくり
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地域運営組織

・地域で暮らす人々が中心となって、地域課題の解決に向けた取組を持続的に
実践する組織

・法人格を持たない任意団体が約86％、NPO法人が約７％ （平成28年10月総務省調査）

市町 地区 団体名 法人形態 事業内容

丹波篠山市 大山 営農支援法人アグリサポート （株） 農産物加工品販売等

丹波篠山市 日置 コベクロ （株） 地域特産品開発、販売

神河町 寺前 寺前村振興公社 （株） 食料品販売、店舗運営

丹波篠山市 福住 SHUKUBA （特非） 食品加工所等運営

丹波市 大路 みつおおじ （一社） 農泊ツアー、空き家提供

淡路市 岩屋 恵美寿 （株） 直売所、レストラン運営

淡路市 佐野 さの小 （株） レンタルスペース等運営

■法人化した７団体（地域再生大作戦）

・事業拡大、団体の信用度UP、個人責任の回避などを図り、持続可能性を
高めるため、法人化の動きが出てきている

兵庫県
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郊外住宅地の状況
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40年以上が経過した団地（オールドニュータウン）の８割（39団地）が、所在市
町全体の人口減少率よりも高い水準にあり、徐々に空き地・空き家化が進行。

オールドニュータウンの人口減少の状況

出典：H27国勢調査

8割が周辺市街地よりも減少

減少率が特に大きい団地（北鈴蘭台※）の人口推移

5年間で
約1,360人減少

（減少率約13％）

5年で１割以上減った団地も

※国勢調査により全ての町丁目の人口を把握できる団地のうち、最も減少率
の大きい団地。
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国勢調査により人口が適切に把握できない３団地を除く。また、ニュータウンの
一部の町丁目が把握できない団地はそれ以外の町丁目データを基に作成。

出典：国勢調査
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朝霧駅
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明舞北セン
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明舞センター地
区

朝霧サブセン
ター
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郊外住宅地における取組事例（明舞団地① ）

（明舞団地再生の取組概要）明舞団地の概要
面 積 約１９７ha
入居開始年 昭和３９年
現況住戸数 約１１千戸
居 住 人 口 約20.5千人（H27）

オールドニュータウン再生モデル事業

・住み替え相談窓口の運営や明舞祭の開催
等を実施し、団地住民の自立した生活の
継続を支援

まちづくり交流拠点の運営(ｿﾌﾄ)

・住民・地域団体・大学等の交流･情報発信
の拠点として地域団体が運営

明舞センター地区再生事業の推進（ﾊｰﾄﾞ）

・高齢者サポートゾーン(H23.4 入居開始)

・公社住宅ゾーン(H23.4 入居開始)

・商業・住民交流ゾーン

H25.3 複合商業施設(コムボックス明舞)開業

H26.3 公社既存施設(松が丘ビル)改修

H27.3 公社既存施設(明舞プラザ)改修

H30.11 第２期事業（ビエラ明舞）一部開業

H31.4 第２期事業（ビエラ明舞）全面開業

一部エリアで若年者数が増加
【若年者率の増減(国勢調査)】

区 分 H17⇒22 H22⇒27

明舞団地全体 -5.2%
(-2,017人)

-4.0%
(-1,103人)

松が丘３丁目 -1.0% +2.5%

松が丘５丁目 -6.5% +1.3%

南多聞台５丁目 -8.0% +11.9%

南多聞台６丁目 -4.0% +7.1%

一部エリアで基準地価が上昇
【基準地価】

所在地 R2基準地価 変動率

兵庫県全体 148,769円/㎡ -0.87％

松が丘5-15-10 127,000円/㎡ ＋1.60％

狩口台2-5-15 135,000円/㎡ ＋1.50％

南多聞台６丁目

南多聞台５丁目

松が丘３丁目

松が丘５丁目

・明舞団地では、県がオールドニュータウン再生のモデルとして主体的に取組を推進

・団地の一部では、地価の上昇や若年人口の流入など、再生の兆しが見られる

兵庫県
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郊外住宅地における取組事例（明舞団地② ）

明舞リノベスクール

・増加する空き家や空き店舗の遊休不動産の利活用を図り、地域の活性化につ
なげる取組が展開されている

• 空き店舗や公共空間の利活用による再生
を推進するため、「リノベーションス
クール＠明舞団地」を開催

• 起業希望者が具体的な空き物件を活用し
たリノベーション事業計画を立案し、不
動産オーナーの賛同により事業化

• 戸建て住宅を私設図書館やシェアキッチ
ンに利用する計画、児童公園をユニーク
なイベントで利活用する計画などが提案
され、実現に向けて活動中

きたせんタウン商店会

• ｢明舞北センター商店街｣の店主らが、商
店街の活性化を目指し、コミュニティ活
動の取組

• 長期空き店舗だったスペースを｢にぎわ
い広場｣として整備し、児童絵画展や高
齢者向け健康測定会など、住民同士の交
流の場を提供

• 住民出店のフリーマーケットや地元ゆか
りの落語家の公演会などの開催により人
が集まるようになり、空き店舗が解消
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郊外住宅地における取組事例（三木市緑が丘団地）

産官民学がまちづくりで連携自動運転の実証実験を実施

代表的な取り組み②（産官民学連携による再生組織設立）

● 産・官・民・学が連携した再生手法の検討、支援組織の立ち上げ。
● 地域内にサテライト拠点を設置し、地域交流や移住・住替え等を促進。
● ＩＣＴを活用したコワーキングスペースの設置等、就労環境の整備。
● 健康、福祉サービス等の利便サービスの提供。
● 地方創生の課題として地域再生計画に位置づけ、地方創生推進交付金により取組

を支援。

代表的な取り組み①（自動運転車両実証実験）

● 予め設定された自動運転走行区間（約2.6kmの範囲内）の沿線住民を対象者に
した市街地公道での自動運転による送迎サービス。

● モニターとなる利用者は、電話またはWEBアプリで事前にサービスを利用したい
日時・出発地・目的地を入力・予約し、自宅から約1km～2km程度（ワンマイル）
の短距離にある公民館・自治会館・スーパーを行き来できるサービス。

国土交通省報道発表資料を再編集 首相官邸HP資料を再編集

・緑が丘団地（三木市）では、民間事業者等と連携し、自動運転による移動サービス
の提供など先進的な取組を推進

視点② 連携したまちづくりが進んでいるか

○市町間・地域間における連携

○行政と民間の連携
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地域連携型都市構造の推進

・大都市、地方都市、中山間地域等が産業、医療・福祉、商業等の諸機能を役
割分担し、相互に連携することにより、各地域が活力を持って自立できる都
市構造を目指す

出典：兵庫県都市計画区域マスタープラン

兵庫県
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コンパクトシティ・プラス・ネットワークのまちづくり

出典：西脇市立地適正化計画（概要）

・人口減少が顕著な中心市街地と新興住宅エリアを核とした２つの都市機能誘
導区域とそれを取り囲む居住誘導区域を設定

・「播州織」をキーワードにしたファッション都市構想を掲げ、産業施策と連
携したまちづくりを展開



兵庫県中播磨圏域の立地適正化の方針

出典：国土交通省資料

・姫路市、たつの市、太子町、福崎町で、広域的な立地適正化の方針を策定

・広域的な都市機能の集積を図るべき地区を姫路駅周辺、その他の地域的な都
市機能の集積を図るべき地区を各拠点に設定し、役割分担を整理
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兵庫県定住自立圏・連携中枢都市圏の状況

出典：国土交通省資料

・定住自立圏は県内に5ヵ所設立

・連携中枢都市圏は県内及び鳥取県にまたがって、計２ヵ所設立。

名称 市町数 中心市宣言

北はりま定住自立圏 2 西脇市（H22.1）

但馬定住自立圏 5 豊岡市（H23.3）

淡路定住自立圏 3 洲本市（H24.10）

北播磨広域定住自立圏 4 加西市・加東市（Ｈ
27.3）

播磨科学公園都市圏域
定住自立圏

4 たつの市（H27.9）

定住自立圏

連携中枢都市圏
名称 市町数 宣言

16 姫路市（H27.2）

因幡・但馬麒麟のまち
連携中枢都市圏

7 鳥取市（H30.4）
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行政と民間の連携（都市再生推進法人）

市町村は、まちづくりの新たな担い手
として行政の補完的機能を担いうる団
体を指定

行政や民間デベロッパー等では十分に
果たすことができない、まちづくり活
動のコーディネーターや推進主体とし
ての役割を期待

・令和2年10月末時点の都市再生推進法人は、全国で75団体、県内では２団体

・その後、神戸市で２団体が指定され、現在は４団体となっている

豊富なノウハウや人材を持つ団体の活用

団体名 市町 主な活動内容 指定年月日

神戸ハーバーランド株式会社 神戸市 ウォーターフロントを生かしまちづくり 平成31年2月12日

株式会社PAGE 福崎町 古民家や文化財の面的な活用と賑わいづくり 平成31年2月19日

NPO法人わくわく西灘 神戸市 水道筋商店街と住民による地区の賑わいづくり 令和2年10月15日

一般社団法人
リバブルシティイニシアティブ

神戸市 東遊園地と周辺エリアを巻き込んだまちづくり 令和2年11月30日

出典：官民連携まちづくりポータルサイト
県内の指定状況

兵庫県
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行政と地域の連携（朝来市の事例）

・朝来市では、市内11地区で地域自治協議会を設立

・地域の様々な団体や事業者が連携・協働し、地域運営に参画

出典：朝来市HP

地縁型組織である自治会とテーマ型組織である各種団体、
NPO等が協調・補完

住民の安全・安心の確保、生活利便性の向上、自然環境やまちなみ
保全、高齢者・障害者支援、子育て支援、青少年健全育成、産業の
活性化、祭りや地域文化の伝承などの公共的な活動を展開

与布土自治協議会

• 活動の持続性を高めるた
め、コミュニティビジネ
スにより財源の確保を目
指す

• 経営・食材調達・シェフ
確保などのノウハウがな
い中、色々な職業のメン
バーの知恵を結集した農
家レストランを運営

百笑茶屋 喜古里

出典：歴史的資源を活かしたまちづくり
ガイドブック（兵庫県）


